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小倉 一良

先日の鴨川チャリティートーチウォークでは多方面からご支援をいただき誠にありがとうございました。お蔭さまで、

事故も無く無事終了することができました。アスリート、ファミリー、コーチ、ボランティアの心が一つになり成功裏

に終えることができました。

今回は、前回までのトーチランを実態に合ったトーチウォークと名称変更し、｢鴨川チャリティートーチウォーク」

として開催いたしました。当日は、公務ご多用の中、山田啓二京都府知事も駆けつけていただき、開会の中で励ましの

ご挨拶を頂戴いたしました。また、一般参加の方々を含め約４００名の方々に参加いただきました。北山大橋より三条

大橋まで、東側と西側に別れ、アスリートのトーチはもとより、幟り片手に全員で約１時間半かけトーチウォークをい

たしました。

残暑厳しく、全工程参加の皆様はバテバテのご様子でしたが、千容子会長の最後のご挨拶が皆様の心を捉え、チャリ

ティーも当日だけで約３０万円のご協力を得ることができました。また、この鴨川チャリティートーチウォークについ

ては、マスコミでも多数取り上げていただく事ができました。そして、開催目的である、スペシャルオリンピックス日

本・京都の活動が京都市民の方々に認知していただくとともに、１０月に中国上海で開催される世界大会参加者への支

援が実を持って行なわれたと実感する事ができました。

最後になりますが、今回の鴨川チャリティートーチウォークを実行委員会として支えていただいた、(社)ガールスカ

ウト京都連盟京都府支部、京都商工会議所青年部、(社)京都青年会議所、京都パープルサンガ後援会、京都ライオンズ

クラブ、京都ロータリークラブ、京都ＹＭＣＡ有志、国際ソロプチミスト京都、(社)茶道裏千家淡交会京都四支部青年

部連合会、日本ボーイスカウト京都連盟、及び、救急医療ボランティアとして参加いただきましたセントジョンアンビュ

ランスジャパン協会の皆様はじめ、関係各位の全ての皆様に心より感謝申し上げます。誠にありがとうございました。



9月9日(日)11時に暑い中を、2007年度、スペシャルオリンピックスチャリティトーチウォークに参加し、アスリートを

中心に、ファミリー・ボランティアが「三位一体」となり北山橋から三条大橋まで約５㎞を参加者全員が大汗を拭きなが

ら精一杯、トーチウォークを行いました。

トーチを握りしめた指先から、強さと熱いものを感じながらゴールを目差しました。

猛暑の中で、アスリートと一緒にお話をしながら、ファミリーの方々との対話の中で、アスリートの日常生活のお話を

し、スペシャルに入って本当に良かった等、一歩一歩成長している姿が嬉しく思いますとのファミリーのお話を聞き、そ

れぞれの種目の「魅力・楽しさ」に感動をし、全員で同じ喜びを持ちながら参加し、ウォークが出来ました。

途中で気分が悪くなった参加者もいましたが、大事に至らなくて良かったです。来年も実施されるでしょうから、もっ

と多くの理解者、保護者、アスリートとして参加があってもいいのではないでしょうか。

バスケットコーチボランティア 山科文子
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フロアホッケー・スキーは東２コース第２区 北大路橋～出雲路橋をトーチを持って歩きました。SOのぼりが北山橋

で開会式が行われている最中からずっと見えており、いつ第２区に来るのかと待っている時間が長く感じられました。

トーチウォークが始まり徐々にのぼりを持った集団が第２区に近づいて来るにつれて緊張を感じました。

第２区では寺井君がトーチを持ち対岸のトーチに歩調を合わせるようにして第３区に繋げてくれました。第２区の参

加アスリートは少なかったのですが、第１区から歩いているアスリートや第３区を歩く予定のアスリートも歩いてくれ

たため、結果的にたくさんのアスリートが歩いてくれました。また協力団体の方々、ファミリーの方々の助けもあり、

とても楽しくトーチウォークが出来ました。

フロアホッケーコーチ 西村隆志
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ボウリング合同競技会
６月９日（土）に新大阪のイーグルボウルにて第６回ボウリング合同競技会が行われました。例年通り、バンジ-

（ガター止）ありの部、バンジ-なしの部が行われました。今回はバンジ-ありの部では、車椅子使用のアスリートの

ために補助スロープアシストボウリングの部も行われました。今回、SON京都からの参加は、残念ながら女子の参加は

なく、男子１３名の参加となりました。

午前に予選の競技、昼食をはさみ午後から決勝の競技が行われました。オネスト・エフォートルール採用の為、い

つものことながら予選のスコアとアスリートのアベレージのどちらのスコアで決勝に挑むかということで、みんなが

昼食中に悩んでいました。決勝での結果は各クラスで好成績を残すことが出来ました。更に京都からは失格のアスリー

トが出なかったのでコーチの責任は何とか果たせたと安心しました。

「次回からはバンジ-のないレーンで頑張りたい」や「今度は１位になる」と次回に向けての意気込みも聞かれまし

た。みんなで練習を重ね力をつけて頑張りたいと思います。

ボウリングボランティア 西村 隆志

オネスト・エフォート

ディビジョニングをより公正なものとするために設けられているルールです。

※決勝の記録または得点が予選よりも15％よかった場合、失格になることがあります。



大会概要

■大会名称：2008年 第4回 スペシャルオリンピックス日本 冬季ナショナルゲーム・山形

■大会テーマ： 「樹氷のように光り輝け この感動 この友情」

■開催期間：2008年3月7日（金）～9日（日） 3日間

開会式：3月7日（金） 会場：山形市総合スポーツセンター体育館

競 >技：3月8日（金）～9日（日）

閉会式：3月9日（日） 会場：山形市総合スポーツセンター体育館

■開 催 地：山形県山形市

■実施競技：

アルペンスキー、クロスカントリースキー、スノーボード、

スノーシューイング（蔵王温泉スキー場）

スピードスケート、フィギュアスケート（ウェルサンピア山形屋内スケート場）

フロアホッケー（山形市総合スポーツセンター体育館）

■参加予定人数

選手団総数： 約1,000名（アスリート約650名、団長・コーチ約350名）

競技役員/ボランティア/ファミリー： 約3,000名

■主 催：認定NPO法人スペシャルオリンピックス日本

■主 管：スペシャルオリンピックス日本・山形
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SON京都から水泳コーチとして参加されている森田隆信氏よ
り開会式の画像が送られてきました。携帯の写真なのであま

り鮮明ではありませんが、掲載いたします。
上海ワールドゲームの様子は次号に特集で掲載いたします。
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